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総住宅数

平成25年 平成30年 平成25年〜30年の増減
増減数 増減率（％）

滋賀県 602,500 626,000 23,500 3.9
日野町 9,330 9,360 30 0.3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
５
年
度
第
２
回
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
４
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
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日（
金
）ま
で
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地
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地
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P
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建
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D
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5
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和
60

年
築（
P
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階
建
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D
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１
戸

入
居
資
格

左
記
の
①
~
⑦
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
日
野
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

こ
と（
３
か
月
以
上
）

②
持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、
住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
税
・
公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
④
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

　
※
た
だ
し
、
下
記
の（
１
）~（
６
）の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
単
身
で
も
入
居

で
き
ま
す
。

　
⑴

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
⑵

60
歳
以
上
の
方

　
⑶

身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
⑷

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
⑸

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す

る
方

　
⑹  

D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方

⑤
１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日
　
　
11
月
中
旬
ご
ろ

※
入
居
者
の
入
退
去
、
住
宅
の
状
況
な
ど
に

よ
り
募
集
団
地
の
変
更
な
ど
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
戸
数
・
規
格
・
家
賃
の

詳
細
・
最
新
の
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
入
居
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
広
告
物
の
大
き
さ
や
高
さ
は
、

滋
賀
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基

づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
己
の
住
宅
や
営
業
所
等
に

自
己
の
名
称
や
店
名
、
事
業
内

容
等
を
掲
出
す
る
場
合（
自
家
用

広
告
物
）は
一
定
面
積
以
上
の
場

合
に
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
家
用
広
告
物
に
該
当

し
な
い
場
合
は
基
本
的
に
許
可

が
必
要
で
す
。

　
必
要
な
許
可
を
得
て
い
な
い

場
合
は
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
建
設
計
画
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
良
好
な
景
観
形
成
と
公
衆
へ

の
危
害
防
止
の
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

耐
震
診
断
員
派
遣
事
業
と

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
解
体
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
地
震
災
害
等
に
よ
る
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
し
、
住
宅
倒
壊
か
ら
命

を
守
る
た
め
に
無
料
で
専
門
家
に
よ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
倒
壊
す
る
と
死
傷
者
が
出
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
震
後
の
避
難
や

救
助
・
消
火
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
に
対
し
て
も
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断

【
対
象
住
宅
】

　
町
内
に
存
す
る
木
造
住
宅
で
以

下
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま

る
も
の

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の

●
延
床
面
積
の
半
分
以
上
の
部
分

が
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

も
の

●
階
数
が
２
階
以
下
で
か
つ
延
床

面
積
が
3
0
0
㎡（
約
90
坪
）以

下
の
も
の

●
木も

く
ぞ
う
じ
く
ぐ
み

造
軸
組
工こ

う
ほ
う法
で
、
枠わ

く

組ぐ
み

壁か
べ

工こ
う

法ほ
う（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）、
丸ま

る

太た

組ぐ
み

工こ
う

法ほ
う

で
な
い
も
の

●
大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た

工
法
に
よ
る
住
宅
で
な
い
も
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
解
体
補
助
金

【
補
助
対
象
工
事
】

●
道
路
に
面
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
高

さ
を
60
㎝
未
満
に

す
る
解
体
工
事

【
補
助
金
額
】

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
壁
面
面
積
に

3,
0
0
0
円

／

㎡
を
乗
じ
た
額
ま

た
は
対
象
の
解
体

費
用
全
額
に
23
%

を
乗
じ
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額

（
上
限
10
万
円
）
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◆
問
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◆
問
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画
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問
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わ
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先

　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当

　☎
0
7
4
8
─
5
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─
6
5
6
7

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
私
た
ち
の
住
生
活
に
関
す
る
最
も

基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
空
き
家
対
策
の
重
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
空
き
家
の
所
有
状
況
な
ど
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
わ
が
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
住
ま
い
方
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
主
な

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
の
基
準
日
　

10
月
１
日（
日
）

●
調
査
の
対
象

　
町
内
31
調
査
区

●
調
査
の
方
法

　
９
月
初
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員
が
調
査
区
の
世
帯
を
訪
問
し
調

査
の
説
明
や
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
の
結
果

　
国
や
県
、
町
の
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
や
耐
震
改
修
工
事
の

促
進
の
助
成
制
度
な
ど
、
住
生
活
に
関
す
る
行
政
施
策
の
た
め
の

大
切
な
資
料
と
し
て
い
か
さ
れ
ま
す
。

︿
記
入
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
﹀

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
統
計
法
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物（
看
板
）の

掲
出
に
は
許
可
が
必
要
で
す

高さ≧60㎝

高さ

高さ敷地境界線 敷地境界線 敷地境界線

高さ＜60㎝ 解体後

◆
問
い
合
わ
せ
先
　子
ど
も
支
援
課
　子
ど
も
支
援
担
当

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
3

日
野
町

子
育
て
応
援
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
+
α

2
0
2
3
in
夏
を
開
催
し
ま
し
た
！

7
月
16
日
（
日
）
、
日
野
町
勤
労
福
祉
会
館
で
「
日
野
町
子
育

て
応
援
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
+
α
2
0
2
3
in
夏
」
を
開
催
し
、

88
世
帯
2
0
7
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
野
町
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
団
体
か
ら
い
た
だ
い

た
食
品
や
日
用
品
な
ど
を
多
く
の
子
育
て
中
の
方
々
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
外
で
の
か
き
氷
も
大
人
気

で
、
暑
い
中
ひ
ん
や
り
し
た
か
き
氷
を
親
子
で
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
物
資
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
団
体
・
企
業
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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。

ま
た
、
自
家
用
広
告
物
に
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す
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必
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な
許
可
を
得
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場
合
は
条
例
違
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と
な
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す
。

詳
し
く
は
建
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計
画
課
ま
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お

問
い
合
わ
せ
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だ
さ
い
。

　
良
好
な
景
観
形
成
と
公
衆
へ

の
危
害
防
止
の
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

耐
震
診
断
員
派
遣
事
業
と

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
解
体
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
地
震
災
害
等
に
よ
る
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
し
、
住
宅
倒
壊
か
ら
命

を
守
る
た
め
に
無
料
で
専
門
家
に
よ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
倒
壊
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る
と
死
傷
者
が
出
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
震
後
の
避
難
や

救
助
・
消
火
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
に
対
し
て
も
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断

【
対
象
住
宅
】

　
町
内
に
存
す
る
木
造
住
宅
で
以

下
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま

る
も
の

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の

●
延
床
面
積
の
半
分
以
上
の
部
分

が
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

も
の

●
階
数
が
２
階
以
下
で
か
つ
延
床

面
積
が
3
0
0
㎡（
約
90
坪
）以

下
の
も
の

●
木も

く
ぞ
う
じ
く
ぐ
み

造
軸
組
工こ

う
ほ
う法
で
、
枠わ

く

組ぐ
み

壁か
べ

工こ
う

法ほ
う（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）、
丸ま

る

太た

組ぐ
み

工こ
う

法ほ
う

で
な
い
も
の

●
大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た

工
法
に
よ
る
住
宅
で
な
い
も
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
解
体
補
助
金

【
補
助
対
象
工
事
】

●
道
路
に
面
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
高

さ
を
60
㎝
未
満
に

す
る
解
体
工
事

【
補
助
金
額
】

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
壁
面
面
積
に

3,
0
0
0
円

／

㎡
を
乗
じ
た
額
ま

た
は
対
象
の
解
体

費
用
全
額
に
23
%

を
乗
じ
た
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額

（
上
限
10
万
円
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8
─

5
2
─

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当

☎
0
7
4
8
─

5
2
─

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　企
画
振
興
課
　企
画
人
権
担
当

☎
0
7
4
8
─

5
2
─

6
5
6
2◆

問
い
合
わ
せ
先

　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当

　☎
0
7
4
8
─
5
2
─
6
5
6
7

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
私
た
ち
の
住
生
活
に
関
す
る
最
も

基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
空
き
家
対
策
の
重
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
空
き
家
の
所
有
状
況
な
ど
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
わ
が
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
住
ま
い
方
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
主
な

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
の
基
準
日
　

10
月
１
日（
日
）

●
調
査
の
対
象

　
町
内
31
調
査
区

●
調
査
の
方
法

　
９
月
初
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員
が
調
査
区
の
世
帯
を
訪
問
し
調

査
の
説
明
や
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
の
結
果

　
国
や
県
、
町
の
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
や
耐
震
改
修
工
事
の

促
進
の
助
成
制
度
な
ど
、
住
生
活
に
関
す
る
行
政
施
策
の
た
め
の

大
切
な
資
料
と
し
て
い
か
さ
れ
ま
す
。

︿
記
入
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
﹀

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
統
計
法
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物（
看
板
）の

掲
出
に
は
許
可
が
必
要
で
す

高さ≧60㎝

高さ

高さ敷地境界線 敷地境界線 敷地境界線

高さ＜60㎝ 解体後

◆
問
い
合
わ
せ
先
　子
ど
も
支
援
課
　子
ど
も
支
援
担
当

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
3

日
野
町

子
育
て
応
援
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
+
α

2
0
2
3
in
夏
を
開
催
し
ま
し
た
！

7
月
16
日
（
日
）
、
日
野
町
勤
労
福
祉
会
館
で
「
日
野
町
子
育

て
応
援
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
+
α
2
0
2
3
in
夏
」
を
開
催
し
、

88
世
帯
2
0
7
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
野
町
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
団
体
か
ら
い
た
だ
い

た
食
品
や
日
用
品
な
ど
を
多
く
の
子
育
て
中
の
方
々
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
外
で
の
か
き
氷
も
大
人
気

で
、
暑
い
中
ひ
ん
や
り
し
た
か
き
氷
を
親
子
で
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
物
資
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
団
体
・
企
業
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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